




成人式によせて 

令和元年度卒業生 ７組学級担任 田中良和 

 

 ご成人おめでとうございます。皆さんとは３年間，学級や授業で関わりました。御滝中学校で創立 70周

年という節目のときを過ごした皆さんとの学校生活は，私にとって思い出深い日々です。御滝中学校の

卒業生としての誇りを胸に，皆さんが活躍してくれることを願っています。 

私は５年前，卒業文集の中で国学者の一人，本居宣長が執筆した『うひ山ぶみ（初山踏・宇比山踏）』

から以下の一節を引用し，皆さんへの贈る言葉としました。 

 

詮ずるところ学問は，ただ年月長く倦まずおこたらずして，はげみつとむるぞ肝要にて、学びやうは

いかやうにてもよかるべく，さのみかゝはるまじきことなり･･･又暇のなき人も思いの外，いとま多

き人よりも，効をなすもの也，･･･学ぶことの晩きや，暇のなきやによりて，思ひくづをれて止るこ

となかれ。とてもかくてもつとめだにすれば出来るものと心得べし。 

 

勉強は年月長くじっくりとやるべきで，多忙であるとか晩学であるといったことは関係ない。学問に向

き合う姿勢こそが重要である，との意味で，小児科医を本職として，診察に多忙な中でも国学の研究に打

ち込んだ本居宣長の人間性をよく表した一文です。 

皆さんの中には，既に社会人として働いている人もいれば，学生として学んでいる人もいると思いま

す。近年，  学び直し」に対するニーズに高まりが見られ，文部科学省の調査によると大学の通信制課程，

大学院博士課程，専門職学位課程，専修学校，専門学校における社会人学生が増加しています。もちろん，

25 歳以上の学士入学，30 歳以上の修士・博士課程への入学についていえば OECD 加盟国の平均を下回

るという課題はあるものの，終身雇用 ・年功序列といった日本的雇用慣行の崩壊，労働者不足によって複

数のスキルを持つ優秀な人材が求められるようになっていること，少子高齢化で高齢者がより長く働く

必要が生じていることなどを背景に，多様な変化に対応できる知識・経験が不可欠な時代になっていま

す。 

職場で仕事上の必要に迫られて勉強したり，大学・専門学校等で定期試験のために勉強したりといっ

た，何かの準備のための勉強はこれからも続きますが，勉強が何かの準備のためだけのものだとしたら，

学ぶ意味は大きく薄れますし，勉強自体空虚なものになってしまうと思います。変化の激しい時代を生

きる私たちは，高校や専門学校，大学までに学んだ知識だけでは   人生１００年時代」を生き抜くこと

はできません。社会人になっても常に学び続け，社会状況の変化に対応できる知識 ・技能を身に付けてい

かなくてはなりません。  新しい知識を得たい，分からないことを明らかにしたい」という欲求を常に持

ち続けてください。みなさんの勉強が，何かの準備に止まらないものになることを願っています。 






